
 
 

 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

  

 

 

   

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

笠間市立友部第二中学校 学校だより 第１９号 令和４年９月２１日 

ＴＯＭＯＮＩ  
【校 訓】共に語らん 共に学ばん 共に進まん 

【キーワード】チーム和ークで，魅力度アップキャンペーン 

新人戦が行われた日，夏休みに２年生が職場体 
験でお世話になった鯉淵学園・農業技術センター
長の秋葉様が二中にお見えになりました。その時
に，今年の夏に産まれた子牛の名前に二中生のア
イディアが取り入れられた話をうかがいました。 
 ８月２日に産まれたその雌牛は，「コイブチ エ
ルムス ニチュー ドリーム」と言うホルスタイ
ン種です。職場体験に参加した生徒たちがドリー
ムという名前を付けてはどうかと話し合い，そこ
に「二中」という言葉を加えてくださったのだそ
うです。 
 鯉淵学園の先生方には，以前から，二中生の挨
拶がよくできるとお褒めのことばをいただいてい
ます。今回も，とても素敵な話をお知らせくださ
いました。本当にありがとうございます。 

今夏生まれた子牛に，二中の名前が！ 

剣道女子の部１回戦。規定の時間内に勝敗がつかず，試

合はもつれて延長戦へ。お互いに疲れている状況でした

が，監督から「がんばれ。攻めなさい。」と声がかかると，

気力を振り絞って打ち込んでいきました。２度の延長戦を

経ても決着がつかず，判定になりました。場内が静まり返

る中，友二中の勝ちが示されると，応援席から思わず「や

ったー」と歓声が上がりました。応援していた男子部員は

「ほかの人の勝利が，こんなにもうれしいものだと初めて

分かりました。」と話していました。それは，一人きりの女

子部員が中学生になって初めて竹刀を握り，毎日ひたむき

に練習に取り組んでいる姿を知っていたからこその感動

でした。 

今回の大会も，私たちに多くのことを学ばせてくれまし

た。体調不良により参加できなくなった選手は，どれほど

悔しかったろうと思います。また，それを責めないチーム

メイトも立派でした。別の競技では，なかなか勝利を得る

ことができず，それでも気持ちを切らさずに最後まで戦い

続けた姿は感動的でもありました。わずか１点の差で中央

地区大会進出を逃したチームもありました。３０点，４０

点と点を取り合う中での１点がとても大事なことを実感

しました。 

勝負の世界は実に厳しいものです。でも，こうした様々

な思い，うれしさや悔しさが，さらに友二中の皆さんを成

長させてくれると信じています。後悔なんてしなくてい

い。ただひたすら前を向いて，明日から 

また頑張っていきましょう！ 

笠間市新人体育大会を終えて 
跳んで 走って 打って 投げて 輝け二中生！ 


